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工事における入札執行回数及び入札不調の取扱いについて 

 
 
１ 入札執行回数について 

国⽴⼤学法⼈⻑崎⼤学の発注する工事の一般競争入札において，入札執行回数は原則
として２回を限度とする。ただし，入札の状況から，競争の公正が失われず反復すること
が可能と判断される場合は，３回目以降実施することができるものとする。 

 
２ 入札不調の場合の取扱いについて 

入札者がいない，または再度入札において落札者がいない等で入札が不調に終わった
場合は，原則として新たに公告の手続きをとり入札を実施するものとする。その際，入札
の内容を著しく変更しない場合は「再度公告」とし，公告期間を短縮して手続きを実施で
きるものとする。 

 
３ 再度公告における入札不調の場合の取扱いについて 
 １）不落随契 

再度公告での入札においても，入札者がいない，または再度入札において落札者がい
ない等で入札が不調に終わった場合は，随意契約（不落随契）へ移行するものとする。
この場合，予定価格は入札における予定価格と同一とし，予定価格調書の作成を省略す
ることができるものとする。 

２）見積書を徴する者 
不落随契を行うため見積書を徴する時は，再度入札（再度入札を 2 回以上実施した場

合は最終の入札）を行った者の内，見積書の提出を希望する者から見積書を徴するもの
とする。なお，当初公告及び再度公告のいずれにおいても入札者がいなかった場合は，
公告において提示した入札参加要件を参考にしつつ，施工する能力を有すると考えら
れる業者を適宜選定し，競争参加資格を確認の上，見積書を徴するものとする。 

３）契約の相手方の決定 
上記により見積書を徴した時は，入札方式にかかわらず，予定価格の制限の範囲内で

最低金額の見積書を提出したものを契約の相手方とする。 
 
附 則 
この取扱いは，令和６年４月 1 日以降に執行される入札から適用する。 


